
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（藤沢市）都市交通マスタープラン等策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：藤沢市 

 

 

 ３ 調査圏域：藤沢市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和３年５月１８日から令和４年３月１８日 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市では、平成２５年度に都市交通マスタープランを策定しているが、超高齢社会

の進展、自動運転技術の進展、新たな移動の概念である MaaS の登場など、交通に関

連する社会状況は目まぐるしく変化している。これらの変化に対応していくために

も、令和５年度に都市交通マスタープランの全面的な見直しを予定している。 

 本業務では、平成３０年度の東京都市圏パーソントリップ調査の結果等に基づき、

将来交通需要推計を行い、交通マスタープランの見直しに供する基礎的資料を作成

するとともに、策定に向けた課題の整理、今後の交通施策の基本方針のたたき台を作

成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

   （藤沢市）都市交通マスタープラン等策定調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１．調査概要 

    １－１ 調査の目的 

    １－２ 業務項目 

    １－３ 業務内容 

２．将来交通需要推計モデルの構築 

    ２－１ PT ベースモデルの前提 

    ２－２ 道路交通配分交通量の推計 

    ２－３ バス交通配分交通量の推計 

３．将来人口設定・将来交通需要推計 

    ３－１ 人口指標の設定結果の概要 

    ３－２ 将来人口の設定方法 

    ３－３ 将来交通量の推計結果 

    ３－４ テレワーク進展シナリオにおける将来交通量推計 

    ３－５ 将来交通量配分結果 

    ３－６ バス交通量配分結果 

４．交通マスタープラン及び交通アクションプランの方向性に関する検討 

 ４－１ 上位計画、関連計画の整理 

    ４－２ 藤沢市の交通にかかる課題の抽出と整理 

    ４－３ 都市交通体系の基本方針見直しの検討 

    ４－４ 渋滞対策の検討 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

   令和３年度については、協議会を開催するのではなく、基礎調査を中心に調査 

  を行った。令和４年度以降、都市交通マスタープランの改定に関する協議会を設 

  置し、改定に向けた検討を進めていく予定としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

   現在検討中 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

   本業務では、平成３０年度の東京都市圏パーソントリップ調査の結果等に基 

  づき、将来交通需要推計を行い、交通マスタープランの見直しに供する基礎的資 

  料を作成するとともに、策定に向けた課題の整理、今後の交通施策の基本方針の 

  たたき台を作成する。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

  



 ３ 調査圏域図 

   （藤沢市全域） 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

  令和３年度における藤沢市将来交通需要推計等の調査概要は次のとおりである。 

 

■将来交通量推計におけるシナリオの設定 

○「現況トレンド型シナリオ」に加えて、新型コロナウイルス感染拡大に行動変容

等の社会経済情勢を踏まえ、「テレワーク進展シナリオ」を設定して 2040 年（令

和 22 年）における将来交通量の推計を行った。 

 

 

■シナリオ別の将来交通量推計結果 

○藤沢市における各シナリオ別の将来トリップ数（発生量、集中量）の推計結果（現

況(H30)と将来(R22)との比較)については、次のとおり。 

 ※ゾーン区分については小ゾーン単位 

 

<現況トレンドシナリオ> 

 

 

表：将来シナリオ 

図：現況(H30)と将来(R22)のトリップ数の比較<現況トレンドシナリオ> 



<テレワーク進展シナリオ> 

 

 

■テレワーク進展シナリオにおける主な傾向 

○藤沢市における「現況トレンドシナリオ」と「テレワーク進展シナリオ」の目的

別のトリップ数を比較した結果を次に示す。 

「テレワーク進展シナリオ」では、通勤目的と業務目的のトリップが減少し、私

事目的トリップは増加するものの、全目的合計ではやや減少する結果となった。 

 

 

図：現況(H30)と将来(R22)のトリップ数の比較<テレワーク進展シナリオ> 

図：将来シナリオによるトリップ数の比較 



■将来自動車交通量 

○藤沢市における将来自動車交通量（R22）は、現況よりも 10 ％ほど増加するもの

と想定され、テレワークの進展によりトレンド型に比べて自動車交通量が若干増

加するものと推計された。 

 

 

■藤沢市交通マスタープラン及び交通アクションプランの位置づけ 

○藤沢市交通マスタープラン及び交通アクションプランについて、次のとおり上位・

関連計画との関係について整理を行った。 

 

 

図：自動車交通量の変化 

図：上位・関連計画との関係 



■新たな交通マスタープランの方向性及び新たな視点・留意事項等 

○新たな交通マスタープランを策定する際の章構成のイメージ及び新たな視点・留

意事項について次のとおり整理を行った。 

 

 


